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令和７年度 事業計画書 

１ 基本方針 

光・熊毛地区の「つくり育てる漁業」の拠点施設として、重要水産動物の中間育成、放流等、栽

培漁業の推進及びこれに関連する事業を行い、水産資源の維持拡大及び地域漁業の発展に寄与する

ため、山口県及び（公社）山口県栽培漁業公社と連携して事業を実施する。 

中間育成放流事業（公益目的事業）では、収益事業収益、基本財産の運用収益、会費及び負担

金、補助金等により実施しているが、運用収益の減少による厳しい財政状況の中、見直しを図りな

がら、有益な放流を行っていく。 

クルマエビ養殖事業（収益事業）では、協会運営の安定化を図るため、中間育成終了後の施設の

遊休期間を利用しクルマエビ養殖事業を行い、販売収益を中間育成放流事業費に充てる。 

 

２ 事業実施計画 

（１） 中間育成放流事業（公益目的事業） 

漁業者からの周辺海域の漁獲情報を参考にし、会員の要望を踏まえながら放流計画を策定する。

育成種苗は主に山口県から購入し、山口県で生産されていないものについては他の団体から調達す

る。 

令和７年度の中間育成放流事業計画（事業全体）は表－１（Ｐ３２）に基づいて実施し、受託別の

計画は表－２（Ｐ３３）から表－８（Ｐ３６）に示す。 

 

（２）クルマエビ養殖事業（収益事業） 

販売収益を中間育成放流事業費に充てるため、６月頃からクルマエビの育成を開始し、一般販

売、卸売販売、市場出荷に加え、冷凍車海老の製造・販売を行う。 

販売計画 

 生産販売重量（㎏） 平均販売単価税込（円） 販売収益税込（万円） 

令和７年度 １２，０００ ６，６６０ ８，０００ 

令和７年度クルマエビ養殖事業計画は、表－９（Ｐ３７）に示す。 



 

 
 

 

表－１ 中間育成放流事業計画（事業全体） 

種 類 育成場所 育 成 施 設 
開 始 時 終 了 時 

サイズ ㎜ 尾数 千尾 時期（目安） 生残率 ％ サイズ ㎜ 尾数 千尾 時期（目安）等 

アイナメ  直接放流    直接放流 ５０ ２０．５ ４月 

アカアマダイ  直接放流    直接放流 ７０ １４．５ ４月 

アカウニ  直接放流    直接放流 １０ １０ ４月 

アカウニ 光分場 ＦＲＰ１０ｔ水槽４面 １０ ２８．７５ ４月 ８０ ２０～ ２３ １０月以降 

ヒラメ 上関本場 ＦＲＰ１００ｔ水槽２面 ３０ １１４ ４月 ７０ ７０～ ８０ ５月 

アサリ  直接放流    直接放流 ５ １００ ５～６月 

クルマエビ 上関本場 育成Ｓ池５，０００㎡ １３ ４００ ６月 ７０ ６０～ ２８０ ７月 

マダイ 上関本場 ＦＲＰ１００ｔ水槽２面 ３０ １５０ ６月 ８０ ５０～ １２０ ７月 

ガザミ 

 

直接放流 

   

直接放流 １０ ２３８ ７月平生湾奥部

へ放流 

トラフグ 上関本場 ＦＲＰ１００ｔ水槽４面 ２５ ７２ ７月 ８０ ７０～ ５７．６ ８月島田川河口

放流 

キジハタ 上関本場 ＦＲＰ１００ｔ水槽２面 ３５ ６１．５ 

（減数調整前７５） 

９月 ８０ ７０～ ４９．２ １０月 

 サザエ 光分場 ＦＲＰ１０ｔ水槽２面 １５ ７ １０月 ８０ ２０～ ５．６ ３月 

アカガイ  直接放流    直接放流 ２０ ３０ ３月 



 

 
 

 

受託別 中間育成放流事業計画 

表－２ 受託先：（公社）山口県栽培漁業公社 

事業名：令和７年度放流効果実証事業（資源管理取組支援事業） 

    放流先：光・熊毛地先 

 

表－３ 受託先：（公社）山口県栽培漁業公社 

事業名：令和７年度放流効果実証事業 

    放流先：光・熊毛地先 

 

 

 

 

 

種 類 育 成 場 所 育 成 施 設 

開 始 時 終 了 時 

サイズ ㎜ 尾数 千尾 時期（目安） 生残率 ％ サイズ ㎜ 尾数 千尾 時期（目安） 

ヒラメ 上関本場 ＦＲＰ１００ｔ水槽

２面 

３０ １００ ４月 ７０ ７０～ ７０ ５月 

種 類 育 成 場 所 育 成 施 設 

開 始 時 終 了 時 

サイズ ㎜ 尾数 千尾 時期（目安） 生残率 ％ サイズ ㎜ 尾数 千尾 時期（目安） 

マダイ 上関本場 ＦＲＰ１００ｔ水槽

２面 

３０ １５０ ６月 ８０ ５０～ １２０ ７月 



 

 
 

 

表－４ 受託先：山口県漁協光支店 

事業名：令和７年度山口県漁協光支店放流事業 

    放流先：光市地先 

 

表－５ 受託先：山口県漁協田布施支店 

事業名：令和７年度山口県漁協田布施支店放流事業 

    放流先：田布施町地先 

 

 

 

 

 

 

 

 

種 類 育 成 場 所 育 成 施 設 

開 始 時 終 了 時 

サイズ ㎜ 尾数 千尾 時期（目安） 生残率 ％ サイズ ㎜ 尾数 千尾 時期（目安） 

アサリ  直接放流    直接放流 ５ ５０ ５～６月 

アカガイ  直接放流    直接放流 ２０ ３０ ３月 

種 類 育 成 場 所 育 成 施 設 
開 始 時 終 了 時 

サイズ ㎜ 尾数 千尾 時期（目安） 生残率 ％ サイズ ㎜ 尾数 千尾 時期（目安） 

アサリ  直接放流    直接放流 ５ ５０ ５～６月 



 

 
 

 

表－６ 受託先：山口県漁協平生町支店 

事業名：令和７年度山口県漁協平生町支店放流事業 

    放流先：平生町地先 

 

表－７ 受託先：上関町 

事業名：令和７年度上関町放流事業 

    放流先：上関町地先 

種 類 育 成 場 所 育 成 施 設 

開 始 時 終 了 時 

サイズ ㎜ 尾数 千尾 時期（目安） 生残率 ％ サイズ ㎜ 尾数 千尾 時期（目安） 

ヒラメ 上関本場 ＦＲＰ１００ｔ水槽

１面 

３０ １４ ４月 ７０ ７０～ １０ ５月 

アカウニ  直接放流    直接放流 １０ １０ ４月 

種 類 場 所 施 設 

開 始 時 終 了 時 

サイズ ㎜ 尾数 千尾 時期（目安） 生残率 ％ サイズ ㎜ 尾数 千尾 時期（目安） 

アイナメ  直接放流    直接放流 ５０ ８．５ ４月 

キジハタ 上関本場 ＦＲＰ１００ｔ水槽

１面 

３５ ２８．７ ９月 ８０ ７０～ ２２．９６ １０月 

アカウニ 光分場 ＦＲＰ１０ｔ水槽 

２面 

１５ １３．７５ ４月 ８０ ２０～ １１ １０月以降 



 

 
 

 

表－８ 事業名：令和７年度協会放流事業 

    放流先：光・熊毛地先 

種 類 場 所 施 設 

開 始 時 終 了 時 

サイズ ㎜ 尾数 千尾 時期（目安） 生残率 ％ サイズ ㎜ 尾数 千尾 時期（目安） 

クルマエビ 上関本場 育成Ｓ池 

５，０００㎡ 

１３ ４００ ６月 ７０ ６０～ ２８０ ７月 

トラフグ 上関本場 ＦＲＰ１００ｔ水槽

４面 

２５ ７２ ７月 ８０ ７０～ ５７．６ ８月 

キジハタ 上関本場 ＦＲＰ１００ｔ水槽

１面 

３５ ３２．８ 
 

９月 ８０ ７０～ ２６．２４ １０月 

アカウニ 光分場 ＦＲＰ１０ｔ水槽 

４面 

１０ ２８．７５ ４月 ８０ ２０～ ２３ １０月以降 

サザエ 光分場 ＦＲＰ１０ｔ水槽 

２面 

１５ ７ １０月 ８０ ２０～ ５．６ ３月 

ガザミ  直接放流    直接放流 １０ ２３８ ７月 

アカアマダイ  直接放流    直接放流 ７０ １４．５ ４月 

アイナメ  直接放流    直接放流 ５０ １２ ４月 



 

 
 

 

表－９ 事業名：令和７年度クルマエビ養殖事業計画 

 

種 類 

 

適 用 

 

施 設 

開 始 時 終 了 時 

サイズ ㎜ 尾数 千尾 時期（目安） 時 期 サイズ ㎜ サイズｇ 生産重量㎏ 

クルマエビ 

養 殖 
 

育成Ｎ池 

５，２００㎡ 

１３ １８０，０００ ６月上旬 １２～３月   １７５ ４２ ６，０００ 

養 殖 育成Ｓ池 

５，０００㎡ 

１３ １２０，０００ ６月上旬 １２～３月 １７０ ３８ ６，０００ 

合 計    ３００，０００     １２０，０００ 



 

 
 

 

３  管理部門 

(1)  施設及び備品の維持保全管理 

① 光・熊毛地区栽培漁業センター（上関本場）山口県施設 

 山口県と協会は、光・熊毛地区栽培漁業センターの管理委託契約を締結し、

施設の保全に努める。 

 

② 光市栽培漁業センター（光分場）光市施設 

 光市と協会は、光市栽培漁業センターの管理委託契約を毎年度更新し、必要

に応じて点検整備に努める。 

 

（２）施設の管理運営体制 

                               （名） 

 光・熊毛地区 

栽培漁業センター 

光市 

栽培漁業センター 

事務局長 １ ０ 

事務局長補佐 １ ０ 

主任技師 ０ ０ 

技  師 １ １ 

主任事務 １ ０ 

臨時職員（パート） ２ ２ 

合  計 ６ ３ 

 

（３）業務の管理運営体制 

① 定款及び内部規程に基づき、適正かつ効率的な運営を目指す。 

② 視察や研修に積極的に参加し、技術の向上に努める。 

（４）公益社団法人の運営等に関する情報公開 

① 定款に基づき、情報公開の対象書類はホームページなどを活用し公開する。 

 

 

 

 

 



 

 
 

 

令和７年度 会費及び負担金  

 

（公社）山口県光・熊毛地区栽培漁業協会 

 

令和７年度の会費及び負担金を以下のとおりとする。 

 

○山口県漁業協同組合          １，０００，０００ 円 

         （内 訳）      光  支店 ２２７，５００ 円 

（平成２６年４月１日牛島支店合併） 

田布施支店 １２８，７５０ 円 

平生町支店 １２８，７５０ 円 

上 関支店 １２８，７５０ 円 

室 津支店 １２８，７５０ 円 

四 代支店 １２８，７５０ 円 

祝 島支店 １２８，７５０ 円  

 

○光   市                                １９０，８５０ 円 

 

○田布施町                 １８７，９００ 円 

 

○平 生 町                １７８，９００ 円 

 

○上 関 町                ４４２，３５０ 円 

 

合        計               ２，０００，０００ 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 

令和７年度 役員報酬 

 

（公社）山口県光・熊毛地区栽培漁業協会 

 

 

令和７年度役員報酬を役員報酬及び費用弁償規程より以下のとおり支給する。 

 

職  名 区  分 金  額（円） 備  考 

会長理事 年  額 ６００，０００  

理  事 〃 ５０，０００  

監  事 〃 ５０，０００  

※平成２８年度第３回理事会において、自治体の長を兼ねる全役員が、報酬

を受け取らないと宣言した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




